
「嶋谷市左衛門」小笠原諸島巡検 350 周年記念事業 

◎小笠原貞頼が小笠原の島々を発見したというのは本当？ 

 

 5 月号では、嶋谷市左衛門が無人島巡検から帰って来た１６７５年以降、長直・長啓・貞任が親子 3

代にわたって、無人島は長直の父である小笠原貞頼が見つけたものなので、今度は自分たちを巡検に行

かせてほしいという渡海願を幕府に出していたことを紹介しました。では、貞頼が小笠原を発見したと

いうのは本当なのでしょうか。 

 

貞頼発見説は、「巽無人島記」（注１）という書物を根拠にしており、その中に「１５９３年（文禄２

年）10 月、貞頼、家康に従い東帰の後、即ち南海に出で伊豆八丈の南に当たって 3 個の島を見立て、巡

検せるに土地広く人家なし、開国最上の地たるに因り島毎に名を付し、帰りてその地図・物産を献ぜし

かば、家康大いにその功を賞し、総称を小笠原島と賜い永く之を領せしむ。」（注 2）と書かれています。

しかし、もし、家康が島名を小笠原島に決めたというなら、嶋谷市左衛門の巡検のときに、すでに同名

が使われていたはずですが、１６７５年に嶋谷が巡検をしたときにはまだ無人島と称していたことから

推察すると、「巽無人島記」は貞任らによる幕府への渡海願のための偽古文書ではないかとする見方が

あります（注 3）。また、貞頼が実際に小笠原諸島を巡検したという記録も、まだ見つかっていません。

そこで、今後、新たな歴史的事実が出てくるかもしれませんが、現時点では、貞頼発見説は明らかとは

言えません。 

 

7 月号では、嶋谷が幕府から巡検を命じられるきっかけとなった阿波国のみかん船の話を紹介します。 

 

（注 1）享保年間（１７１６年から１７３５年の間）に書かれたという筆者不明の書物 

（注 2）現代語訳は田畑道夫著『小笠原島ゆかりの人々』小笠原村教育委員会ｐ２による 

（注 3）大熊良一著「千島小笠原島史考」しなの出版ｐ１５６，ｐ１８１ 
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小笠原村教育委員会  ２－３１１７ 

 

 


